
な
り
、
市
，
相
聞
に
↑
弔
問
。
西
に
折
れ
、
古
屋
谷
で
清
水

川
を
右
岸
に
、
時
制
削
で
切
山
川
を
右
岸
に
、
下
涌
伎

で
初
披
川
を
左
伴
に
受
け
、
森
下

・
才
凶
を
終
て
河

北
仰
に
注
ぐ
。
統
制
悦
三

O
粁。

モ
リ
モ
ト
マ
チ

森
下
町

金
稼
の
町
名
。
或
は

森
本
町
と
も
思
い
た

o
a馬
記
に
、
森
下
町
の
町
名

は
、
河
他
都
森
下
村
の
秘

m大
関
の
米
符
が
決
工
と

な
り
、
勉
叩
屋
と
都
し
て
こ
A
に
捻
砕
い
凶
い
た
に
起

る
と
記
す
る
。

モ
リ
モ
ト
ヤ
コ
ラ
イ

森

下
屋
古
来
迎
栴
甚
兵

衛
。
白
川
氏
。
能
楽
部
安
宅
に
生
ま
れ
、
金
仰
の
町

役
人
と
な
っ
た
。
俳
絡
を
田
岡
山
-
A
U
札
に
出
ぴ
、
初

川町
hr一
孤
同
州
開
問
問
来
と
い
ひ
、
後
訟
裟
庖
及
び
幾
暁
庖

脅
融
制
附
し
た
。
文
久
二
年
七
十
七
践
の
時
後
狼
丸
銘

-V
日
新
し
、
明
治
以
前
に
残
し
た
。

モ
リ
ヤ
マ
ク
マ
ノ
シ
ヤ

森
山
熊
野
社

羽
咋
郡

徳
川
に
叙
座
す
る
。
二
郎
宮
熊
野
枇
の
別
詰
安
養
寺

が
こ
の
地
に
轄
じ
て
か
ら
動
諭
し
た
も
の
で
あ
る
。

安
抑
止
寺
杷
に
、『
熊
野
拙
現
共
初
不
知
、
永
職
十
年
徳

川
的
協
守
再
興
、
祉
領
得
附
。
』
と
あ
る
。
叉
式
内
容

間
四
枇
記
に
は
、『
森
山
熊
野
跡
社
。
得
旧
庄
相
官
町
村
叙

座
。
庄
内
惣
註
。
放
得
田
等
六
箇
村
修
=
也
事
品
世
間
間
-

也。
』
と
見
え
て
、
そ
の
六
万
相
は
徳
川
・郎
凶
・仰
木
・

代
間
・
印
内
・
矢
聞
で
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
枇
蹴
を

徳
川
柳
祉
と
改
め
た
。

モ
リ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
守
山
披

越
中
射
水
郡
に
在

る
。
一
に
森
山
に
作
。
、
叉
捺
老
坂
城
と
も
二
上
城

と
も
計
画
一
う
た
。
六
渡
寺
川
に
臨
む
山
械
で
、
的
高
〈

滋
隙
に
、
そ
の
附
近
に
家
士
の
邸
跡
が
あ
る
。
初
め

建
徳
巾
、
足
利
氏
の
持
新
設
義
将
の
蹴
る
所
。
天
正

九
年
以
降
佐
々
成
政
の
緯
持
制
保
安
強
守
氏
張
が
之

を
守
っ
た
。
十
三
年
入
且
川
口
医
努
昔
、
成
政
を
白
山

城
に
討
っ
て
是
を
除
し
、
氏
刑
制
は
守
山
を
去
っ
た
か

モ
ロ
ヱ

誌
江

石
川
郡
絞
且
庄
に
図
す
る
部
落
。

三
宮
古
記
文
利
二
年
間
且
十
日
臨
時
祭
の
僚
に
、『総

武
巴
下
十
一
人
一
宮
々

、
務
江
三
人
』
と
見
え
、
総
賂

胞
に
は
、
結
江
村
三
e
村
に
分
か
れ
、
民
政
跡
及
び

E
利
の
跡
が
あ
る
と
記
す
る
。

モ
ロ
エ
ダ
イ
コ
ン

諾
江
大
根

石
川
刑
務
江
の

秩
大
劇
そ
名
産
と
し
、
他
所
の
も
の
よ
0
・も
風
味
が

良
い
と
、
延山
H

六
年
の
郡
上
に
あ
る
。

モ
ロ
カ
ガ
諸
加
賀

J
カ
ガ
ギ
ヌ
加
賀
紛
。

モ
ロ
ダ
ス
ケ
ヨ
シ
師
因
坊
吉

川
蹴
は
助
知
叉
は

白
部
館
入
。

，V
入
政
頃
の
人
。
寺
子
屋
の
削
何
で
あ
っ

た
と
い
ふ
が
、
そ
の
川
悼
の
砕
を
斜
ぬ
。
絡
阪
天
諸
富

記
・小
丸
山
耐
明
官
記
と
い
ふ
如
き
文
を
泌
め
て
、

結
名
の
副
社
に
殆
ど
納
め
て
な
い
所
は
な
い
。

モ
ロ
ハ
シ

諸
橋

邸
宅
郡
に
在
っ
た
笛
也
名
。

文剛山一

一年
の
結
締
六
岨
旭
川
政
問
際
に
、『
本
郷
田
一
日
刊
誌
同

日制
・阿
向
山
民
・眼
前
上
三
郷
』
と
見
え
て
、
こ
の
本
郷

で
あ
っ
た
諸
橋
村
の
名
は
後
悦
存
せ
ぬ
。
し
か
し
天

文
一
兆
年
の
結
締
六
郷
衆
の
う
ち
に
絡
橋
次
郎
兵
衛
尉

が
あ
っ
て
、
そ
の
次
郎
兵
衛
門
払
は
後
川
に
京
る
ま
で

前
紋
に
存
し
、
文
六
郷
酒
荷
副
社
も
阿
部
都
に
鎮
座

す
る
鈷
か
ら
考
へ
て
、
本
郷
は
印
ち
前
披
附
近
で
ら

り、

今
俗
に
仙
何故

・
宇
加
川
と
共
に
山
品
川
縮
と
い
ふ
が

如
〈
、
こ
の
三
郎
古
川
が
緒
舗
と
呼
ば
れ
る
大
村
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
一
見
に
明
千
寺
も
そ
の
内
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
天
文
元
年
の
諸
橋
六
四
四
航
注
文
に
、『
百
七

十
六
問
諸
橋
本
郷
、
此
内
叶
九
問
問
千
寺
』
と
あ
る

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
次
郎
兵
術
の
家
に
偲
へ
る
際

安
三
年
十
一
月
三
日
前
凶
利
治
の
印
訟
に
も
務
総
村

之
内
を
以
云
々
と
紋
せ
る
か
ら
、
そ
の
頃
向
こ
の
色

名
が
群
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

モ
ロ
ハ
シ
イ
ナ
リ
ジ
ン
ジ
ヤ

諸
橋
稲
荷
紳
祉

以
京
地
則
被
に
在
る
。
式
内
間
帯
出
副
社
m
胞に
、
『
諮
鎚
郷

ら
、
前
問
利
家
そ
の
将
悶
ぬ
悩
中
一
吉
を
む
い
て
守

備
に
任
ぜ
し
め
た
。
諒
い
で
丸
且
努
吉
前
回
利
長
に

酬明披
・射
水
・旧制

μ=一
部
を
限
ふ
に
及
び
、
利
長
は
前

領
加
賀
松
任
を
去
っ
て
ん
寸
山
&
木
山
田
と
し
、
十
入
年

聞
東
に
出
陣
し
た
際
に
は
、
前
間
樹
脂
長
殺
を
留
め

て
城
代
と
し
た
。
陛
長
二
年
十
月
利
長
守
山
を
去
っ

て
白
山
械
に
務
っ
た
が
、
こ
れ
は
守
山
の
地
勢
一
M
鋭
、

風
成
前
に
猛
烈
な
た
め
、
日
る
に
地
へ
な
か
っ
た
に

よ
る
と
い
ふ
。

利
授
の
守
山
に
在
る
こ
と
前
後
十
三

年
に
亙
り
、
こ
の
時
特
び
前
川
円
何
日
間
在
留
め
て
之

そ
守
ら
せ
た
。
コ
一
年
利
家
の
上
野
草
加
よ
り
郎
途
、

越
中
今
石
励
を
泊

F
た
時
、
そ
の
子
利
協
が
夜
間
叫
に

第
ゐ
ら
れ
て
之
に
制
し
た
と
い
ふ
の
は
、
日
時
利
市

の
守
山
に
誌
は
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
五
年
の

役
に
利
長
の
出
兵
し
た
時
、
長
級
は
日
山
城
の
留
守

を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
守
山
に
む
か
れ
た
抑
将
の
名
そ

見
ぬ
か
ら
、
こ
の
頃
既
に
阪
城
と
な
っ
た
も
の
と
い

は
れ
る
。

モ
リ
ヤ
マ
フ
チ
ノ
ウ
へ
ケ
ン
カ
ノ
マ
キ

森
山
淵

上
随
時
-
之
巻

一
加
。
文
政
元
年
総
中
屯
山
な
る
目指令

捌
の
町
略
に
於
け
る
荻
原
入
兵
衛
の
位
訟
を
、
天
和

三
年
間
泌
侯
の
命
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
孫
か
ら
提
出
し

た
も
の
で
あ
る
。

モ
リ
ヨ
シ

森
吉

珠
洲
郡
大
谷
の
内
の
小
字
。

モ
リ
ヲ
カ
ハ
セ
イ

森
岡
帥
問
弁

以
京
都
銀
ぬ
の

例
入
。
茨
卜
の
子
。
活
抑
制
文
凶
郎
。
文
政
五
年
十
且

十
日
夜
、
享
年
七
十

一。

モ
リ
ヲ
カ
フ
ボ
ヲ

森
阿
波
ト

凶
軍
部
閉
一
…
ぬ
の

例
入
。
名
は
叉
凶
郎
。
別
に
獅
子
問
又
は
三
木
と
も

い
ひ
、
側
一
史
の
門
人
で
あ
っ
た
。
覧
政
十
年
十
二
刃

十
七
日
齢
七
十
で
波
。
そ
の
若
に
力
ず
ま
ふ
、
ひ
ぐ

ら
し
ぶ
え
が
あ
る
。
子
吸
引
、
三
川
日
U

に
防
っ
て
泊

制
句
集
を
編
し
、
当
の
あ
け
ぼ
の
と
組
し
た
。

毛
リ
ー
ー
毛
口

前
披
村
銀
座
。
群
=
六
郷
稲
荷
明
前
↓

az諾
宿
六
郷

之
惣
枇
-
也
。
』
と
見
え
、
能
脅
名
跡
芯
に
は
、
『
氏
榊

稲
荷
宮
、
此
の
m訟
の
大
祉
に
て
、
跡
目
伊
豆
伎
丘
制

駐
制
枇
六
郷
の
大
枇
絹
術
大
間
耐
と
m
U
け
る
剛
山
あ

り
。
此
の
一
肢
は
』
官
接
祭
記
に
援
抽
出
あ
ふ
り
0

則
金
押
仰
の

務
総
機
能
は
、
先
祖
此
村
に
在
て
、
類
家
等
今
に
あ

。。

そ
の
頃
仰
摂
の
あ
り
し
閉
そ
道
化
山
と
い
ふ
。

叉
桜
之
准
農
政
と
い
ふ
も
あ
わ
。
其
耐
禦
の
時
訴
入

用
等
箇
帳
此
耐
に
あ
ふ
り
。
共
外
貨
物
ぁ
。
。
天
山
平

m
V
H7

‘ィ

金
・手
訣
と
て
榊
代
の
然
物
也
。
春
日
作
の
抑
川
町
四
と
い

ふ
も
の
あ
り

o
m作
の
翁
の
而
・仰
の
而
・朝
比
古
川山

而
と
て
あ
り。
』
と
あ
る
。

モ
ロ
ハ
シ
ウ
ヂ

諸
橋
氏

μ
回
世
氏
問
代
か
ら
の

最
も
古
い
能
大
夫
で
あ
り
、
そ
の
首
相
甚
育
に
拭
い
て

は
系
脳
に
、
『
諾
筋
宜
主
回
。
一
花
組
以
来
相
馬
氏
に
て
他

在
、
家
の
定
紋
省
、
川
削
t
Mに
川
御
座
候
。
代
止
能

n
R
附
諮
橋
村
に
居
住
総
在
、
能
之
統
践
は
金
谷
抗
執

行
仕
健
在
候
。
其
頃
能
州
珠
洲
制
定
院
村
八
幡
宮
に
、

能
mw
凶
太
平
之
制
邸
能
有
之
、
前
々
よ
り
茜
昔
前
副

取
栴
勤
付
来
候
。
以
外

mhH祭
砲
能
相
勤
巾
候
。
然

出
陣
何
れ
の
代
に
侠
哉
、
日
桜
左
衛
門
限
へ
彼
召
抱
、

扶
持
給
り
候
。
甚
苦
情
口
能
大
夫
倒
人
有
之
、
以
上
一
丸

人
の
列
聞
に
被
巾
付
候
。

日
叉
む
回
世
殿
御
家
七
間
山

定
紋
を
給
り
、
子
今
右
七
附
桜
紋
に
付
健
在
候
。
什(

刻
日
光
作
之
翁
而
を
給
。
、
右
両
箱
に
茂
、
七
附
之

御
定
紋
付
有
之
、
今
以
相
似
仕
候
。
右
出
開
閉
殿
方
に

被
召
仕
健
在
候
段
、
覚
、
一
永
年
中
之
頃
ま
で
、
名
山
州

総
等
中
山
田
仕、

相
知
不
巾
候
o
U
機
的
成
滅
亡
の
後

茂
、
珠
洲
郡
一
止
院
村
八

m
g之
能
有
之
、
後
之
諸
紛

甚
吉
相
勤
巾
俊
樹
似
承
仕
候
。
』
と
問
問
へ
て
ゐ
る
。

山崎

儲
氏
は
前
記
の
如
く
初
附
以
来
金
春
流
で
あ
っ
た

が
、
宮
太
夫
(初
名
市
十
郎
〉
が
窃
多
七
太
夫
の
門
か

ら
出
て
、
先
代
遮
音
に
益
は
れ
、
点
平
三
年
間
三
』

八
五
五


